
資料２ 

平成３０年度第２回三重県経営戦略会議 

次期計画の策定を見据えて 
 

三重県 

１．三重県を取り巻く現状認識 
２．ＳＤＧｓの実現に向けた政策展開のあり方 
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１-２ 三重県を取り巻く現状認識（県民意識調査から見る県民意識の変化） 
④政策分野の重要度に関すること 

６ 

○回答割合が高い上位３項目の属性別の状況をみると、以下のとおりとなっている。 
 ・医療では、70歳以上、無職、100万円未満、200万円以上300万円未満が高く、 
  30歳代、自営業・自由業、学生、1,000万円以上が低くなっている。 
 ・介護・高齢者福祉では、女性、60歳以上、無職、200万円以上300万円未満が高く、 
  男性、18歳から20～40歳代、自営業・自由業、正規職員、未婚、500万円以上800万円未満 
  が低くなっている。 
 ・防災・減災では、専業主婦・主夫が高く、40歳代、自営業・自由業が低くなっている。 
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（参考）平成23年度一万人アンケートでの重要意識 出典：平成30年1月・2月実施 第7回みえ県民意識調査 

第７回みえ県民意識調査では、政策分野の重要度について、次の質問により調査を実施。 
「あなたは、次の１９の政策分野について、どれが重要だと考えますか。より重要だと考える政策分野に 
５つまで○をつけてください。」 
下のグラフには、選択された割合の高い政策分野から示している。 

（％） 

平成23年度一万人アンケートでは、行政の各分野における44項目の取組について、次の質問により調査を実
施。 
「以下に掲げたそれぞれの項目は、三重県が目指すべき社会の状態を表しています。あなたは、これらのことを
どのくらい重要と感じますか。」 
（例）食の安全：安心して食べられる食品が安定的に供給されていること。 
（①重要②どちらかといえば重要③どちらともいえない④どちらかといえば重要でない⑤重要でない⑥わからない） 

 

下のグラフには、重要(+2)、どちらかといえば重要(+1)、わからない(±0)、どちらかといえば重要でない（-1)、 
重要でない(-2)として、わからないを除く有効回答者数で除したポイントで並べている。 

出典：平成23年2月・3月実施 
    一万人アンケート 




